
２０２３年改訂「反スパイ法」におけるスパイ行為の定義

反スパイ法第４条において、スパイ行為とは以下の行為を指すと定められています。

（１）スパイ組織及びその代理人が実施する、若しくは他人に指示、資金援助して実施する、又は国内外の
機構、組織、個人がそれと互いに結託して実施する、中華人民共和国の国家安全に危害を及ぼす活動。

（２）スパイ組織に参加する、若しくはスパイ組織及びその代理人の任務を引き受けること、又はスパイ組
織及びその代理人に頼ること。

（３）スパイ組織及びその代理人以外のその他の国外の機構、組織、個人が実施する、若しくは他人に指
示、資金援助して実施する、又は国内の機構、組織、個人がそれと互いに結託して実施する、国家秘密、
インテリジェンス及びその他国家の安全と利益に関わる文書、データ、資料、物品の窃取、偵察、買収、不
法提供、又は国家の職員を策動、誘惑、脅迫、買収し、裏切るようにさせる活動。

（４）スパイ組織及びその代理人が実施する、若しくは他人に指示、資金援助して実施する、又は国内外の
機構、組織、個人がそれと互いに結託して実施する、国家機関、秘密に関わる機関若しくは重要情報イン
フラ等に対するサイバー攻撃、侵入、妨害、制御、破壊等の活動。

（５）敵に攻撃目標を指示すること。

（６）その他のスパイ活動を行うこと。

※具体的にどのような組織や人物が「スパイ組織及びその代
理人」に該当し、どのような行為がスパイ行為とみなされるか
明らかでなく、列挙されているもの以外にも様々な行動が幅広
くスパイ行為とみなされたり、当局によって不透明かつ予見不
可能な形で解釈される可能性があります。


